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１学期終業式

～最後までより三木北らしく～

　７月１８日（金）、第１学期終業式が、熱中症対策の観点からリモート形式で行われました。式で

は、校長先生の講話や生徒指導部長の諸注意に、真剣な表情で耳を傾けていました。

　また、生徒会役員の認証式も行われました。メンバーが紹介され、新生徒会のスタートにふさわし

い、晴れやかな雰囲気の中での認証式となりました。

　リモート形式ではありましたが、１学期を締めくくる意義ある時間となりました。

　　

　
令和７年度　１学期終業式　校長講話

　今日で１学期が終わり、夏季休業に入ります。１学期は各クラブの総体などの公式戦や、青志

祭・ドルーイン校の来校などの大きな行事がありましたが、皆さんは様々な場面で自分の力を発揮

することができたでしょうか。

　皆さんには、６月に「三木北高校でどのような力をつけるか」というアンケートを実施しまし

た。どのような内容だったか覚えていますか。また、その後自分で意識して過ごすことはできてい

るでしょうか。

　なぜ、他でもない“三木北高校”でつけてほしい力について、皆さんに意識して欲しいのか、少し

お話をします。

　今年度で三木北高校は残り２年間となりました。皆さんのあとに続く後輩はいません。そのよう

な中で皆さんは三木北高校での学校生活で「三木北らしさ」を身につけることが出来る最後の人材

だと思っています。

　昨年度は先生方に、生徒が自分で考え、行動するような取組を授業や学校生活でお願いしてきま

したが、年度の途中に先生方の中から、皆さんにつけて欲しい力について考えようという動きが起

こりました。私は、日々忙しい仕事の合間を見つけて、先生方がこのような気持ちをもって取り組

んで下さったことは、とても素晴らしいことだと思っています。

　今回のアンケートは、日頃、皆さんを間近で支えてくれている先生方が、校訓「立志・自学・自

律・共生」を学校生活の様々な場面に落とし込んで考えて下さったものが元になっていて、皆さん

にこのように成長してほしいという私たちの目標や願いでもあるのです。

　皆さんも先日、校訓に照らし、自分がどのような力をつけたいのかということについてワークシ

ートを使って考えましたね。校訓の言葉は難しいと感じますが、具体的にどのような取組をすれ

ば、それぞれ校訓が目指す力をつけられるのかということを真剣に考える時間になったのではない

でしょうか。

　アンケートに答えるだけでなくワークシートに取り組むことで、先生からの思いが一方通行にな

らず、皆さんが自分のこととして、今後の三木北高校でどのように具体的に頑張るのかを考えて欲

しかったのです。

　明日からの夏季休業中に、６月のアンケートや７月のワークシートを必ず振り返ってみて下さ

い。予測不能と言われる社会で、「自分で考えて行動する」姿勢が「生きる力」を養います。自分

は、どの力が足りないのか、三木北高校でどのように伸ばしていくのかについてじっくりと考え、

行動に移しましょう。

　例年より早く梅雨が明け、暑い日が続いています。くれぐれも夏休み中の健康には気をつけて、

２学期にはさらに高い志をもって、ここに集うことが出来るよう頑張ってください。
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　７月１０日(木)から１４日(月)にかけて、オーストラリア・ヴィクトリア州にあるDrouin

Secondary Collegeの生徒１５名が本校を訪問しました。今回の交流は、国際理解教育の一環として

実施されたもので、本校からは２年生６名、３年生９名がバディとして彼らと行動を共にしました。

　滞在期間中、Drouinの生徒たちは、おにぎりづくりやお箸づくりなどの日本の伝統文化を体験し、

日本文化への理解を深めました。また、授業への参加に加え、空手道部・茶道部・書道部などの部活

動の見学・体験を通じて、本校生徒との交流を深める貴重な機会となりました。

　言語や文化の違いを越えて、両校の生徒たちは互いに心を通わせ、笑顔あふれる時間を共有しまし

た。この交流を通じて、生徒たちは国際的な視野を広げるとともに、今後の学びや人生においても大

きな糧となる貴重な経験を得ることができました。

防災避難訓練（６月２３日）環境保全活動（５月２３日）

１学期学校行事
青志祭（６月１３日）

　今年度のテーマ『継』には、三木北高校

が長年にわたり築いてきた伝統や精神をし

っかりと受け『継』ぎ、引き『継』いでい

くという思いが込められています。

!!

　今回は、震度６の地震を想定した

避難訓練を実施しました。休み時間

に緊急地震速報が流れると、生徒達

は自分の身の安全を確保するととも

に適切な経路を判断し、無事に避難

することができました。最近も心配

な地震が続いています。いつ起こる

か分からない自然災害や火災に対す

る訓練を今後も定期的に行い、防災

意識や対応力を高めていきます。

　中間考査最終日に、校内および学校

周辺の清掃活動を行いました。美化意

識を高める貴重な機会となりました。

緊急
速報

国際交流
オーストラリア　Drouin Secondary Collegeの生徒が来校
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夏休みの勉強方法を教えてください。

私の受験対策 � in�Summer
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 私は英語が元々得意でありませんでした。英⽂が読めなくて、何度も諦めモードになりかけたことを思い出しま
す。それでも英語が⾯⽩い！と感じたきっかけはやはり単語をひたすら覚えたことです。とにかく書いて発⾳して何
度も何度も繰り返し暗記することを⽋かさず⾏いました。⾼３の夏からは、志望⼤学の過去問を８年分解きました。
過去問を解くことで⼤切なのは、傾向を知ることです。合格基準の点数に届かなくても練習だと思って気にせず、出
題形式や時間配分をきっちり把握することが重要だと思います。また１度解いた過去問をそのままにせず、満点にな
るまで解き直すということをしていました。
 他教科については、苦⼿な科⽬ほどじっくりと基礎を⾒直すことが⼤切だと思います。私は数学が⼤の苦⼿だった
ので、夏はワークの基本問題を３周解き直していました。焦りが出てくる時期だと思いますが、⽉ごとにやるべきこ
とを決めて計画的に対策を⾏うことをおすすめします。やりきった！といえる夏休みになるように頑張りましょう！

C先⽣

E先⽣

　私は、3年生の夏休みに1日10時間以上を目標に勉強していました。一般入試を前提に勉強をしていたので、セン
ター試験(現共通テスト)と二次試験の対策を中心に行っていました。国語と社会は、センター試験の過去問を中心に
取り組み、分からないとこがあればとにかく調べながら進めました。英語に関しては、特に苦手だったこともあり中
学生の範囲を勉強しなおすこともありました。数学と理科は、二次試験の問題演習を中心に行っていました。得意な
科目でも苦手な分野があると思います。それを見つけるために解けた問題に〇、そうでない問題に×を付けながら何
度も繰り返し解いたことを今でも覚えています。苦手な科目ほど勉強するのはつらいと思います。それでも、将来の
自分のためになると思って少しでも勉強してください。分からないことがあれば友達に聞くなり、先生に聞くなりし
て絶対に解決してください。私はそうしてました。一緒に頑張りましょう。

D先生

 私は旧三⽊市⽴図書館に毎⽇通い、1⽇10時間を⽬標に勉強していました。数学に関しては、夏は苦
⼿の分野をいかに克服するかに注⼒しました。（数学Ⅱ指数・対数や数学B数列など）学校で購⼊した
問題集であるFocusGold（チャート式でもいいと思います。）の苦⼿な分野の解きなおしを⾏い、分
からなかったら教科書に⽴ち戻って例題を解くということをやっていました。数学は思考をする習慣を
つけなければ⼒が⾝についていきません。どんな問題を解くときでも頭を働かせながら、「考える」こ
とを⼤切に解くことを意識しましょう。そして、「考える」ためには基礎知識がなければどうにもなら
ないので、夏のうちにしっかりと復習をし、苦⼿を減らしておきましょう。
 受験⽣の夏は勝負の夏です！⼀緒に戦いましょう！

B先⽣

　国語は得意科目だったので、夏からセンター試験過去問（約10年分）を解き始めました。同時に、漢
字、古文単語、漢文の重要句法などを覚えました。（単語帳をいつまでも眺めるだけでは力はつきませ
ん。やはり問題文を読む中で、単語の意味や句法を確認したり、長い文章に体を慣れさせたりすること
が大事です。）
　他教科については、夏で基礎固めを完成させたかったので、焦る気持ちを抑え、とにかく徹底的に基
礎をやり直しました。過去問や難しい問題集に焦って手を出すのではなく、まず、教科書や参考書を全
ページ読み直しました。加えて、模試ノートを一冊作りました。模試を受けたあとすぐに、解答解説冊
子を読み込み、大事なところをノートにまとめました。有意義な夏になるように祈っています。

A先生

 ⻑期休業に⼊るにあたり、各教科の先⽣⽅に夏休みの受験勉強⽅法を伺いました。

限られた時間を有効に活⽤し、志望校合格に向けて⼀歩ずつ前進するためのヒントが

詰まっています。夏休みの学習計画に、ぜひ参考にしてください。

 私は、学⽣時代テレビをよく観ていました。ニュース、ドラマ (特に刑事ドラマ )、映画、時代劇、⾳楽番組、ドキュメ
ンタリーなど幅広く観ていました。ニュースは公共 (当時は現代社会 )や政治経済で学習したことが取り上げられ、理解を
深めることができました。刑事ドラマでは、刑事⼿続きについて確認ができました。時代劇では、江⼾時代の⽣活がイ
メージでき、学習の参考になりました (再現されていない描写もありますが )。⾳楽番組では、過去の楽曲とともに当時の
映像が流れ、その映像が昭和の⽂化史、経済史の参考になりました。過去のドラマや映画も同様です。ドキュメンタリー
では、お盆になると戦時中のことが取り上げられ、⼤戦期の歴史の学習につながりました。
 地歴公⺠科は問題を解く、⼀問⼀答で内容確認、⽤語を⾒て内容の説明ができるようになることが⾮常に⼤事です。た
だ、学習内容を深めるために、映像は有効です。活⽤してみてください。夏は得意を伸ばし、苦⼿と向き合ういいタイミ
ングです。健闘を祈ります。
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夏休み　読書のすゝめ
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　夏休みに読むべきおすすめの本について、４人の先生方にご紹介いただきました。
心を豊かにする読書の時間をぜひこの夏に取り入れてみてください。この夏、充実し
た読書体験を！

書　名　「勉強のトリセツ」

著　者　梁川　由香 

マンガ　しましま

♪おススメポイント♪

 「やる気を出したい人　成績

を上げたい人　のための」とい

う副題があります。

　まさに、やる気がでないとき

に、この本に目を通してみてく

ださい。

　例えば、「やる気がでないな

あ」→「まあ10分だけでもや

ってみるか」

「5分休憩」とその繰り返しを

続けてみたら・・・・・

「中学生の」とありますが、

「高校生」にもおススメです。

 マンガもあって、読みやすい

です。
　読みやすくて、やる気がみな

ぎる、最強のガイドブック！

　あなたにあった勉強法をみつ

けられるかも

　夏休みちょっとしたリフレッ

シュタイムにぜひ読んでみて

ください。

F先生おすすめ本

その詳細はこの本を読んで獲得
してください。「なぜだろう？」
「どう思う？」「どうしたらい
い？」「要するに？」「例えば、
どういうこと？」あなたも考え
る人間になって、生きていく力
を身につけませんか？

G先生おすすめ本　皆さんは「同じ勉強をして
いるのに、なぜ差がつくの
か？」と思ったことはないで
すか？その一つの答えがこの
本には書いてあります。自分
の頭で考える、これがキーワ
ードです。きっと皆さん、「も
っと考えろ」と言われて「い
や、考えているんだけど」と
いう経験がありますよね。「考
える」と一言で表しても、考
えるという言葉の意味はきっ
とたくさんあります。考える
ヒントをここに書いておきま
す。

　皆さんにおすすめしたい本は

「カフネ」、本屋大賞を受賞し

た作品です。

内容は中年期に入ったある女性

があらゆる壁にぶつかり悩んで

いる時に、あまり相性があわな

い年下の女性と出会います。あ

るきっかけで、その彼女が作る

手料理で励まされる事になりま

す。
　途中、意外な展開や驚きもあ

り終盤まで続きます。冒頭から

明るい話題ではないですが、最

後にはどう回収していくのだろ

うかと読み進めることができま

した。

　カフネとは、ポルトガル語で

「愛する人の髪にそっと指を通

す仕草」という意味です。ラス

トはそんな情景が浮かび、ゆっ

くりと時間が流れ、大きな起伏

はないものの読みやすい作品で

した。
人はひとりでは生きていけない

と、いつもそばで気にかけてく

れる、心配して

くれる人は大切

なかけがえのな

い存在だと改め

て気付ける作品

です。皆さんも

読んでみません

か。

H先生おすすめ本

　「これくらい、いいよね」と
いう一人一人の身勝手から引
き起こされる行動が、まるで
光が「反射」を繰り返すよう
に、次から次へと思いもよら
ない結果を引き起こします。
果たしてこの「事故」の真相
とは？ 最後に主人公が気
づいた「真実」とは？ テーマ
は少し重いですが、いろいろと考えさせられる本です。ぜひ読んでみてください。

I先生おすすめ本　皆さんは日頃、自分の行動
を振り返ったことはあります
か。自分の発言や行動が、思
いもよらない結果になったこ
とはありませんか。　私がおすすめする本は貫井
徳郎さんの「乱反射」です。
　主人公である新聞記者・加
山聡は、妻と２歳になる息子
の３人で、平凡ながら幸せに
暮らしていました。ところ
が、とある事件に巻き込まれ
ます。不運な事故に見えたそ
の「事件」には、ある隠され
た真実がありました。

「
こ
の
味
が
い
い
ね
」
と

君
が
言
っ
た
か
ら
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